








 

1.目的 

 臨床的に心筋炎と診断できる症例は多いが,その多くは,急性期初期を把握す

ることが困難であること,ならびに,たとえ急性期初期から追跡できたとしても,

原因ウイルスの種類は極めて多種にわたるため,心筋炎の原因となったと推定

されるウイルスを同定できないことが多い。 

 そこで我々は,ある種のウイルス感染が集団的に発生している地域をとらえ,

同ウイルス感染者の中にどの程度の心筋炎を疑わせる患者が発生するかを検討

することとした。今回は,従来心筋炎起炎ウイルスとして報告の少ない B型イン

フルエンザの流行を捉えることができたので,その結果を報告する。 


